
【別紙】 評価基準（二次選考） 
1. 評価方法 
・以下に掲げる「評価項目及び配点」並びに「評価の基準」に基づき、各委員がそれぞれ採点を行う。 
・各委員の採点結果の合計を合算した「総合得点」を、提案者の得点とする。 
・上述により算出した得点の中から、最も高い得点の提案者を優先受注候補者とする。 
 
2. 評価項目、評価基準及び配点（計 120 点満点） 

 

 
評価区分 評価項目 評価基準

 

1. 事業者の実
績・体制 
（50 点）

①実績・ノウハウ
業務の目的を達成させられる同種業務の実績や高度なノウハウを
有しているか。

 
②実施体制・人員配置

業務を円滑かつ確実に遂行できる能力・人員体制が整備され、繁
忙期や緊急時の対応力が確保されているか。

 
③システムの利便性

寄附者対応、発注・発送管理が十分にできるシステムとなってい
るか。

 
④セキュリティ・危機管
理

個人情報保護（マイナンバー等）の管理体制が万全であり、シス
テム障害や事故等の不測の事態に対するリスク管理策が講じられ
ているか。

 
⑤事務処理・寄附者対応

お礼状・受領証明書・ワンストップ特例申請の迅速な処理及び丁
寧なコールセンター運営（問い合わせ対応）体制が整っている
か。

 

2. 企画提案力 
（60 点）

⑥ポータルサイト運用・
寄附拡大

ポータルサイトの魅力的なレイアウト・掲載改善、Web プロモー
ション等、寄附額増加に直結する具体的かつ実効性のある施策が
提案されているか。

 
⑦返礼品開拓・地域資源
活用

小林市の特産品・地域資源を生かした新たな返礼品（体験型含
む）の開拓・ブラッシュアップ、適切な在庫・配送管理体制が提
案されているか。

 
⑧プロモーション推進・
ファン創出

シティプロモーションやブランディング推進により、本市の認知
度向上、関係人口・交流人口の拡大及び地場産業の活性化に資す
る提案となっているか。

 
3. 提案価格 
（10 点）

⑨基本委託料率の妥当性 配点×（提案価格のうち最低価格÷提案者の提案価格）


